
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不飲川川づくり懇話会 
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ゴミ、草刈り 

 

水防団で愛知川の見回りから帰ると、不

飲川が溢れていたことがあった。 

愛知川高水位に対する措置を万全にする

こと。 

できる所から早く着工して下さい。 

改修に対し、県の積極的な姿勢を求む。

田の地主の承知なしで勝手に川の位置を

決めるのは反対です。 

治水 

 

水量・水質・湧水 

 

自然環境 

 

昔はホタル橋なるものがあったが、最近

は皆無である。 

常時、水の流れる、魚の住める川にして

ほしい。 

コンクリート護岸ではなく多自然型護岸

にしてほしい。 

コンクリートの川はイヤだ。川底は浅く

て石や砂利があった方がよい。 

天然護岸は草刈りが大変なのでコンクリ

ートにしてほしい。 

ゴミの不法投棄がない美しい川にしてほ

しい。 

年々地下水が減ってきており、草の繁茂

するような下水河川である。 

常時水の流れる川にしてほしい。 

湧水についての対策を講じられたい。 

【意見のまとめ】 

○治水対策を第一に地域に密着した河川として、河川改修を行う。 

○河道掘り下げによる用水利用の実態が損なわれることのないよう対策を講じる。 

○常に水の流れる川であるよう努め、利用者との調整を図ることが必要である。 

○ゴミ投棄を防止するために地元との連携協力が必要である。 

○川沿いを散歩したり川に降りたりする公園や階段を設け、親しみやすい河川とする。 

利水 

 

町道沿いの井堰は中宿との取り決めによ

り’めんど’の高さが決まっている。 

‘三角湯’（早川）の用水が現在でも不足

している。 

新川と用水河川が交差しているため、代

替施設の事前協議をすること。 

‘ダムのせいで水が少なくなったので、

ポンプ・用排水施設の機能回復が必要で

ある。 

浚渫し、所々に防火水槽に代わる深みを

作って下さい。 

ボーリング等ポンプによる水源の確保を

お願いしたい。 

普通河川は長野東の用水源であるため井

堰の条件については十分協議すること。

‘めんど’の高さの関係から不飲川の河

床低下はダメである。 

常に美しい水が流れるようにして下さ

い。 

昔はホタル・魚がおり、また泳ぐことが

できた。なぜ、水が減ったのか。 

地下水の影響については十分協議するこ

と。 

地下水影響調査が必要である。 

常時の水が無く草敷になるため、やはり

コンクリートの三面張がよい。 

河川空間利用 

 

ホタルやウグイスのいる自然を残し、散

歩などができ、憩えるような場所がほし

い。 

曲水の宴が出来るような川がよい。 

御崎神社への橋を設置してほしい。 

親水公園を作ってほしい。子供が遊べる

ポケットパークがあればよい。 

道路幅員（5m）をさらに広げてほしい。

遊歩道を設置してほしい。 

親水空間にするのであればぜひ駐車場が

ほしい。 

法面を緩くして芝を張ってほしい。 

遊歩道（自転車道等）と側道（農道）を

設置してほしい。霞堤と愛知川本堤を利

用して自然を残した周遊歩道を計画して

ほしい。 

堤防沿いに桜・紅葉など四季、皆の集え

る川にしてほしい。 

親子で散歩ができ、水遊びの出来るよう

な緩やかな流れの川にしてほしい。 

集える場、学習の場などぜひ生活に利用

できる川にしてほしい。 
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